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6 野津中央公民館 臼杵市野津町大字野津市 184 225 
7 中臼杵農村環境改善センター 臼杵市大字武山 1838 143 
8 臼杵小学校 体育館 臼杵市大字臼杵 65 117 
9 福良ヶ丘小学校 体育館 臼杵市大字福良 360-1 117 
10 市浜小学校 体育館 臼杵市大字戸室 503 117 
11 下南小学校 体育館 臼杵市大字望月 815 97 
12 海辺小学校 体育館 臼杵市大字大浜 173 102 
13 佐志生小学校 体育館 臼杵市大字佐志生 3015-1 143 
14 下ノ江小学校 体育館 臼杵市大字大野 1955 102 
15 下北小学校 体育館 臼杵市大字稲田 892 180 
16 上北小学校 体育館 臼杵市大字末広 2487-2 135 
17 臼杵市文化財管理センター 体育館 臼杵市大字吉小野 4296 102 
18 臼杵南小学校 体育館 臼杵市大字掻懐 1483 104 
19 野津小学校 体育館 臼杵市野津町大字山頭 3100 134 
20 旧田野小学校 体育館 臼杵市野津町大字亀甲 4014 78 
21 川登小学校 体育館 臼杵市野津町大字清水原 1341 101 
22 南野津小学校 体育館 臼杵市野津町大字西畑 600 95 
23 東中学校 体育館 臼杵市大字臼杵 71-18 249 
24 西中学校 体育館 臼杵市大字戸室 535 249 
25 北中学校 体育館 臼杵市大字江無田 132－1 241 
26 南中学校 体育館 臼杵市大字掻懐 2227－1 151 
27 野津中学校 体育館 臼杵市野津町大字野津市 666 225 
28 戸上ふれあい広場 臼杵市野津町大字西寒田 2989 32 
29 都松地区ふれあいセンター 体育館 臼杵市野津町大字都原 1014 89 
30 上浦・深江地区コミュニティセンター 臼杵市大字深江 1509 63 
31 宮本地域体育館 臼杵市大字東神野 3402 78 
32 西神野ふれ愛センター 臼杵市野津町大字西神野 1070 90 
33 臼杵高等学校 体育館 臼杵市大字海添 2521 226 
34 海洋科学高等学校 武道場 臼杵市大字諏訪 254-1-2 90 
35 南野津地区公民館 臼杵市野津町大字吉田 161 35 
36 田野地区公民館 臼杵市野津町大字亀甲 4010-2 55 
37 臼杵支援学校 体育館 臼杵市大字井村 911 99 
38 市浜地区コミュニティセンター 臼杵市大字前田 1851-8 99 

合計 5,071 
 
杵築市 

No 施設名 住所 
想定収容人数 

（1 人あたり４㎡） 

1 杵築小学校 杵築市大字杵築 216 218  

2 杵築幼稚園 杵築市大字杵築 242-1 121  

3 杵築高校 杵築市大字本庄 2379 250  

4 宗近中学校 杵築市大字南杵築 2063 226  

5 東小学校 杵築市大字片野 1129-2 79  

6 東地区公民館 杵築市大字片野 1150-227 25  

7 八坂地区公民館 杵築市大字本庄 1388-1 62  

8 八坂小学校 杵築市大字八坂 2782-1 136  

9 北杵築小学校 杵築市大字溝井 454 97  

10 北杵築地区公民館 杵築市大字溝井 795-1 15  
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11 豊洋小学校 杵築市大字奈多 231-1 134  

12 奈狩江地区公民館 杵築市大字狩宿 2113-1 25  

13 旧東山香小学校 杵築市山香町広瀬 512 114  

14 山香中学校 杵築市山香町野原 700-5 206  

15 山香小学校 杵築市山香町野原 2500 205  

16 山香農村環境改善センター 杵築市山香町野原 1413-3 25  

17 上村の郷 杵築市山香町久木野尾 3792-1 50  

18 旧上小学校 杵築市山香町大字久木野尾 3813-2 75  

19 上地区公民館 杵築市山香町大字久木野尾 3918-1 12  

20 立石地区公民館 杵築市山香町立石 2464 25  

21 旧向野小学校 杵築市山香町向野 2639 114  

合計 2,214  

 
日出町 

No 施設名 住所 
想定収容人数 

（1 人あたり４㎡） 

1 南端地区公民館 日出町大字南畑 3731－3 22 
2 旧南端小学校 日出町大字南畑 1210－8 186 
3 豊岡地区公民館 日出町大字豊岡 5586 40 
4 豊岡小学校 日出町大字豊岡 3354－1 240 
5 日出中学校 日出町 2627 213 
6 日出小学校 日出町 2610－1 96 
7 日出町中央公民館 日出町 3891-2 137 
8 日出町中央体育館 日出町 3891-2 214 
9 藤原地区公民館 日出町藤原 4380－1 41 
10 藤原小学校 日出町藤原 5266-1 103 
11 日出町保健福祉センター 日出町大字藤原 2277－1 213 
12 川崎小学校 日出町大字川崎 1082 157 
13 川崎体育館 日出町大字川崎 3777－1 144 
14 大神地区公民館 日出町大神 2958－1 80 
15 大神小学校 日出町大字大神 3139－1 81 
16 大神中学校 日出町大字大神 3120 110 

合計 2,077 
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表８-６ 集合場所（避難実施市町）候補一覧 

集合場所（避難実施市町） 

別府市 

No 施設名 所在地 管理者名称 

1 浜脇公園・浜脇東浜公園 別府市浜脇 1 丁目 6 別府市 

2 別府中央小学校 別府市京町 818-26 別府市 

3 上人小学校 別府市大字北石垣 171 別府市 
4 旧別府羽室台高校 別府市大字野田 565 大分県 

5 別府競輪場 別府市亀川東町 1 番 36 号 別府市 

6 別府市公設地方卸売市場 別府市古市町 881 番地 81 別府市 
 
宇佐市 

No 施設名 所在地 管理者名称 

1 津房地区公民館 宇佐市安心院町六郎丸 666－2 宇佐市 

2 津房小学校 宇佐市安心院町五郎丸 380-2 宇佐市 
 
由布市 

No 施設名 所在地 管理者名称 

1 塚原小学校 由布市湯布院町塚原 513 番地 由布市 
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表８-7 避難中継所（受入市町村）候補一覧 

避難中継所（受入市町村） 
大分市 

No 施設名 所在地 管理者名称 

１ 南大分スポーツパーク 大分市大字羽屋字柳本 432-1 外 大分市 

２ 大洲総合運動公園 大分市大字青葉町１ 
大分県（ファビルス・プラ
ニング大分共同事業体） 

３ 西部スポ―ツ交流広場 大分市金谷迫 836-1 大分市 

４ 鶴崎スポーツパーク 大分市鶴崎字竹 88-2 大分市 
５ 七瀬川自然公園 大分市字赤池 188 外 大分市 

６ 佐野植物公園 大分市佐野字 3452-2 大分市 

７ 大分スポーツ公園 大分市大字横尾 1351 大分県（（株）大宣） 
8 鶴崎公民館 大分市東鶴崎 1-1-7 大分市 

9 稙田公民館 大分市大字玉沢 789 大分市 
 
日出町 

No 施設名 所在地 管理者名称 

1 日出町中央公民館 日出町 3891 番地 2 日出町 

2 日出町中央体育館 日出町 3891 番地 2 日出町 
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9 緊急フェーズ後の対応 

9．1 避難の長期化に備えた対策 

県及び関係市町は、火山活動や防災対応の実施状況などについて、定期的に避難者へ情報発信し、

正確な情報の周知を行う。また、定期的に避難者の健康管理のため、保健活動チームを派遣し、常に

避難住民の健康管理を行うとともに、公衆衛生ニーズを把握する。火山災害の長期化に伴い、地域社

会に重大な影響が及ぶおそれがあることを勘案し、必要に応じて、応急的な住宅の供給や生活支援、

生業支援等の被災者支援策や被災施設の復旧その他の被災地域の復興を図るための措置を実施するも

のとする。 

 

9．2 風評被害対策 

火山防災協議会として報道機関に対し、最新の火山活動、影響範囲、噴火時等のリスク、登山者等

の安全対策、民間事業者の営業状況等についての正確かつ迅速な情報提供に努める。噴火活動の沈静

後、県及び関係市町は、協議会の協議を踏まえて、既に安全な状況にあることを広報するとともに、

積極的な観光 PR 活動を行うなど、地域産業の衰退を軽減するよう努める。 

また、県及び関係市町は、火山活動鎮静後における観光等商業活動の支援策についても、今後、検

討を進めることとする。 

 

9．3 避難指示等の解除 

関係市町は、避難指示等の解除を判断・決定するにあたり、協議会において、気象庁、火山専

門家等の助言を踏まえ、関係機関と協議する。避難指示等の解除は、被災地域の実情を踏まえ

て、避難対象地域の地区単位で帰宅の手順や経路などを定める。また、住民等へ避難指示等の解

除について周知を行うとともに、必要に応じて住民説明会等開催し、帰宅が円滑に行われるよう

努める。 

 

9．4 一時立入 

一時立入の実施を判断するにあたり、協議会等において関係機関と協議し、緊急時における避

難・退去の基準や立入可能な範囲、立入時間などを設定する。 

一時立入を実施する際には、関係市町により一時立入を希望する住民等を募集し、一時立入者

名簿を作成する。作成した名簿は、警察、消防、道路管理者等と共有するとともに、一時立入者

と連絡が取れるような体制をとることとする。 

  



96 

 

 

10 安全管理 

10．1 噴火（火山）災害に対する対応 

噴火（火山）災害による二次災害を防止するためには、噴火（火山）災害特有の危険性を認識

し、対応する必要がある。御嶽山噴火災害では、火山ガスに対応するため検知器及び防毒マスクを

携行し活動を行ったほか、火山ガス濃度による活動中止の判断基準を定めている。また、再噴火に

よる噴石対策として、ジュラルミン製楯が配置されている。 

 

（１）火山ガスへの対応 

火山ガスは、一般的にその成分の内の 90％以上は水蒸気である。そのほかに、二酸化硫

黄、硫化水素、二酸化炭素など人体に有害な成分が含まれる。 

二酸化硫黄の濃度や分布は、季節や天候の影響を受けやすい。濃度情報や気象情報を確認

し、ガスマスクを常時携帯し、高濃度の状況では、防毒マスクを着けて長時間過度のガスを

吸わないよう注意する。 

また、火山ガスの観測については、すでに設置されている固定観測点のほかに、可搬型の

火山ガス測定器を携行し活動する。 

『三宅島火山ガスに関する検討会報告書』（平成 15 年 3 月）において検討された、火山ガ

ス成分等と健康影響については以下のとおりである。 

 

表 10-1 火山ガス成分等と健康への影響について 
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（２）火山灰への対応 

火山灰は、マグマの主成分である二酸化ケイ素（ガラスの主成分）の破片であり、吸引し

た場合、灰にたまり呼吸器官が損傷される。また、火山灰には表 10－１で示している有害な

火山ガスが付着しているため、火山灰が空気中を浮遊している状況下での救助活動では、ゴ

ーグル、マスクを必ず着用する。また、ヘリコプターのエンジントラブルを起こす恐れがあ

るため、火山灰の状況や風向き等について、関係機関に情報提供を行う。 

 

（３）噴石への対応 

噴石に対する効果的な防護は困難であることから、噴石が飛んでいる中での救助活動は行

わない。救助活動中の再噴火に備え、活動中は常に噴火口の位置を確認し、火口とは反対側

に身を隠せる岩などを確認しておくことが必要となる。また、風向きを確認し、風下側に行

かないことや周りの地形を把握し、活動場所の状況に合わせた対応を各隊員間で周知してお

く。 
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（４）火砕流、溶岩流等への対応 

噴石と同様に防護措置は困難であることから、救助活動は行わない。火山により様々なタ

イプの火砕流や溶岩流があることから、管轄区域内にある火山について、過去の噴火の特徴

を把握し、危険性を認識しておく必要がある。活火山の過去の活動記録については、産業技

術総合研究所 http://gbank.gsj.jp./volcano/Act_Vol/で参照可能である。 

 

（５）火山対応資機材 

活動隊員の防護、検索、搬送に有用である資機材は次のとおりである。 

 

図 10-1 救助活動時に有用な資機材 
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11 防災力強化に向けた取組 

11．1 協力体制の構築 

県及び各市町は、観光事業者（観光施設、宿泊施設等）、観光協会等との協力体制を構築し、適切

な判断のために必要な連携を行う。協力体制構築にあたって、各関係機関との連絡体制の整備に努め

ることとする。 

 

11．2 計画の改訂 

 鶴見岳・伽藍岳火山避難計画は、社会情勢・地域の変化、関係機関の防災体制変更、噴火シナリオ

や鶴見岳・伽藍岳の噴火警戒レベルの見直し等が行われた場合には、計画の改訂を行う。 

 

11．3 避難に係る事前対策 

円滑な避難にあたり、避難者数の試算に基づき、避難施設と避難経路及び避難手段について、予め

定めておく。また、可能であれば避難経路は複数の経路を設定し、災害の状況に応じて選択すること

が望ましい。 

また、登山者等の避難に必要となる避難手段の確保に向け、市町所有の車両活用やスクールバス、

観光協会等を通じた宿泊施設やバス事業者への輸送車両の支援等について検討を進め、避難支援体制

の整備を図る。 

 

11．4 啓発活動 

火山活動の前兆は、必ずしも捉え切れるわけではない。また、気象庁が示す噴火警戒レベルは、避

難行動の目安に過ぎないということを理解しておく必要がある。こうしたことを踏まえ、住民、観光

客等一人ひとりに正しい知識を普及し、火山防災意識を高めていく必要がある。 

 

（１）防災知識の普及 

県及び各市町は、観光事業者（観光施設、宿泊施設等）、観光協会等と連携の上、リーフ

レットを登山者等へ配布するなど、登山にあたっての注意を呼びかける。 

 

（２）児童、生徒等への防災知識の普及 

県及び各市町は、教育委員会等を通じ、児童生徒に対して火山に関する知識の普及や火山

防災教育を行う。 

 

（３）講演会・研修会の開催 

県及び各市町は連携して、災害が発生した場合の避難場所、避難経路、緊急時の避難先の

確認に努める。また、防災用品、備蓄食料及び非常持出袋の確認、家具の転倒防止器具の取

付け確認、家の中の安全な場所の確認等を行う。 

登山者等は、居住地のある県及び各市町及び町会等が開催する災害に関する講演会等に積

極的に参加し、災害から身を守る方法、災害時の避難に係る知識等の習熟に努める。 
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11．5 訓練の実施 

県及び各市町は、関係機関と連携し、次の訓練を企画・実施することで、防災対応能力の向上や課

題・問題点の検証、登山者等の火山防災に対する意識高揚を図る。 

 

（１）情報受伝達訓練 

登山者等、各種施設及び関係機関等を対象とした情報伝達訓練を実施する。 

 

（２）避難誘導訓練 

登山者等、各種施設及び関係機関等を対象とした避難誘導訓練を実施する。 

 

（３）図上訓練 

鶴見岳・伽藍岳で噴火が発生する又は発生する恐れがある場合に避難活動を支える者等を

対象に、多様な火山活動を想定した図上訓練を実施する。 

 

（４）避難所開設及び運営訓練 

関係機関と連携し、鶴見岳・伽藍岳で噴火が発生する又は発生する恐れがある場合の避難

所の開設及び運営訓練を実施する。 

 

（５）帰宅困難者対策訓練 

鶴見岳・伽藍岳で噴火が発生する又は発生する恐れがある場合の帰宅困難者に対応した、

一時滞在施設運営訓練及び搬送訓練を実施する。 

 

（６）安否確認訓練 

各種施設及び関係機関等と連携し、登山者等を対象とした安否確認訓練を実施する。 

 

11．6 要支援者への支援体制の構築 

各市町は、噴火警戒レベル４（高齢者等避難）の発表段階で要支援者の避難誘導を優先して行うこ

ととなるため、平時から警察・消防などの関係機関と連携して要支援者への支援体制を構築する。 
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【巻末資料】 

1) 想定火口から噴火が発生した場合の避難ルート 

2)   広域避難する場合の避難ルート 

3） 通行止めを行った際の迂回路 

4) 各構成機関の配備体制 

5) 協議会関係機関の連絡先一覧 

6) 交通規制位置・方法等確認票（イメージ） 

7） 緊急時における情報伝達例 
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1) 想定火口から噴火が発生した場合の避難ルート 

  【火口周辺からの避難経路図】 
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2)   広域避難する場合の避難ルート 

 噴火警戒レベル５（３次避難）での避難ルート 鶴見岳 

（三次避難区域）３ｋｍを超える居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫 
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噴火警戒レベル５（３次避難）での避難ルート 伽藍岳 

（三次避難区域）３ｋｍを超える居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あるいは切迫 
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3） 通行止めを行った際の迂回路 

噴火警戒レベル２および３の場合の通行規制箇所 

鶴見岳・・・通行止めなし 

伽藍岳・・・範囲内の県道 616 号塚原天間線は通行止め 
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4) 各構成機関の配備体制 

 【大分県】 
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【別府市】 
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【宇佐市】 

 



 

126  

【由布市】 
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【日出町】  
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5) 協議会関係機関の連絡先一覧 

 

１号 

大分県・市町関係機関  

防災対策企画課 097-506-3139 

観光政策課 097-506-2112 

自然保護推進室 097-506-3022 

道路保全課 097-506-4584 

砂防課 097-506-4634 

東部振興局総務部 0978-72-1212 

中部振興局総務部 097-506-5724 

北部振興局総務部 0978-32-1170 

別府土木事務所 0977-67-2897 

大分土木事務所 097-558-2142 

宇佐土木事務所 0978-32-1300 

別府市防災危機管理課 0977-21-2255 

別府市観光課 0977-21-1128 

別府市農林水産課 0977-21-1133 

宇佐市危機管理課 0978-27-8111 

宇佐市観光・ブランド課 0978-27-8156 

由布市防災危機管理課 097-582-1140 

由布市商工観光課 097-582-1304 

日出町総務課危機管理室 0977-73-3150 

日出町まちづくり推進課 0977-73-3158 

２号 

地方気象台等   

気象庁福岡管区気象台気象防災部地震火山課 092-725-3640 

気象庁大分地方気象台 097-532-0644 

３号 
地方整備局   

国土交通省九州地方整備局河川部河川計画課 092-476-3523 

４号 

陸上自衛隊   

陸上自衛隊西部方面特科隊 0977-84-2111 

陸上自衛隊第 41 普通科連隊 0977-22-4311 

５号 

警察   

警察本部生活安全部地域課 097-536-2131 

警察本部警備部警備運用課 097-536-2131 

大分南警察署警備課 097-542-2131 

別府警察署警備課 0977-21-2131 

杵築日出警察署警備課 0977-72-2131 

宇佐警察署警備課 0978-32-2131 

６号 

消防   

別府市消防本部警防課 0977-25-1124 

宇佐市消防本部警防課 0978-27-8223 

由布市消防本部警防課 097-583-1310 

杵築速見消防組合消防本部警防課 0978-62-4341 

７号 火山専門家  （省略） 

 

 

８号 

 

その他   

林野庁九州森林管理局大分森林管理署 097-532-9281 

林野庁九州森林管理局大分西部森林管理署 0973-23-2161 

国土交通省国土地理院九州地方測量部管理課 092-411-7881 
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８号 

 

その他（続き）   

国土交通省九州地方整備局大分河川国道事務所流域治水課 097-544-4167 

環境省九州地方環境事務所くじゅう管理官事務所 0973-79-2631 

一般社団法人大分県バス協会 097-558-3946 

 西日本高速道路株式会社九州支社大分高速道路事務所 097-546-8065 

 

6) 交通規制位置・方法等確認票（イメージ） 
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7） 緊急時における情報伝達例 

市町は、必要に応じ、防災行政無線等により火山活動の状況の伝達を行う。 

 

観測事項 広報文例 

噴火警戒レベル２ 

（火口周辺規制） 

こちらは、〇〇市（〇〇町）です。 
本日午前（午後）〇時〇分に噴火警報（火口周辺）が鶴見岳・伽
藍岳に発表され、噴火警戒レベル２（火口周辺規制）に引き上げ
られました。 
これにより、〇〇から○㎞圏に火口周辺規制がかかります。規制
範囲内にいる皆様は、規制範囲外○○への避難をお願いします。 
また、それ以外の皆様についても、今後の火山に関するお知ら
せ、テレビ・ラジオの報道に注意して下さい。 

噴火警戒レベル３ 

（入山規制） 

こちらは、〇〇市（〇〇町）です。 
本日午前（午後）〇時〇分に噴火警報（火口周辺）が鶴見岳・伽
藍岳に発表され、噴火警戒レベル３（入山規制）に引き上げられ
ました。 
これにより、〇〇から○㎞圏に入山規制がかかります。規制範囲
内にいる皆様は、周辺施設の職員や警察、消防等の指示に従い、
規制範囲外への避難をお願いします。 
○○地区のお年寄りの方等避難に時間がかかる方は、今後避高齢
者等避難・避難指示が発令される場合がありますので、避難の準
備を始めてください。 
また、それ以外の皆様についても、今後の火山に関するお知ら
せ、テレビ・ラジオの報道に注意して下さい。 
詳しい情報が入り次第、またお知らせします。 

噴火警戒レベル 4 

（高齢者等避難） 

こちらは、〇〇市（〇〇町）です。 
本日午前（午後）〇時〇分に噴火警報（居住地域）が鶴見岳・伽
藍岳に発表され、噴火警戒レベル４（高齢者等避難）に引き上げ
られました。 
これより、○○地区において、高齢者等避難を発令します。 
お年寄りの方等は、直ちに〇〇公民館へ避難を開始してくださ
い。その他の住民の皆様は、今後、噴火の恐れがありますので、
避難の準備を始めてください。 
住民の皆様は、今後の火山に関するお知らせ、テレビ・ラジオの
報道に注意して下さい。 
なお、入山規制は継続中です。 
詳しい情報が入り次第、またお知らせします。 

噴火警戒レベル５ 

（避難） 

こちらは、〇〇市（〇〇町、〇〇村）です。 
本日午前（午後）〇時〇分に噴火警報（居住地域）が鶴見岳・伽
藍岳に発表され、噴火警戒レベル５（避難）に引き上げられまし
た。これより、○○地区において、避難指示を発令します。 
住民の皆様は、直ちに〇〇公民館へ避難してください。 
また、今後の火山に関するお知らせ、テレビ・ラジオの報道に注
意して下さい。 
詳しい情報が入り次第、またお知らせします。 
なお、入山規制は継続中です。 

 


